


労働時間の比較表

収支比較表 

バイオマスパワー液による栽培が成功しても販売できなければ意味がな

く、また、通常の価格で販売してもバイオマスパワー液栽培の魅力がないた

め、経営診断の調査にも取り組んだ。この調査を実施するために地域の産直

施設「おばあちゃんの店」に協力してもらった。通常、一般的な栽培による

空心菜の販売価格は１００ｇ５０円となっているところを、バイオマスパワ

ー液栽培は４０％高い７０円に設定して販売したが購入された。

また、労働時間の調査も実施した。調査は慣行栽培とバイオマス栽培のそ

れぞれの空芯菜栽培における労働時間の比較を行った。作業内容の違いは肥

培管理だけであるが、慣行栽培は固形の肥料を散布するだけなのに対し、バ

イオマスパワー液は液肥を保存しているタンクから運び、かん注するため、

約６倍の時間を要するため、労働時間が約１０時間多くなっていた。

タンク等の諸材料が必要となったため増加した経費もあるが、肥料を使用

しない分、肥料費を削減することができた。そして、収入についても液肥に

よって収量が増えたこと、また販売価格を４割高くできたことにより所得が

３，６０８円から３０，６７５円に大幅増となった。

＜３年目の取り組み（平成２９年度）＞

平成２９年度は硝酸態窒素の含有量を減らす栽培に取り組んだ。近代農業は化学肥料によって発展してきたが、一

方で欠点もある。その欠点が硝酸態窒素である。有機肥料も硝酸態窒素へ変化するが、化学肥料は有機肥料に比べ流

亡が起こりやすいと考えられている。地下水や河川に紛れ込んだ硝酸態窒素が環境問題においてクローズアップされ、

また、人間にとっても発がん性や酸欠症を引き起こすと考えられ、有害だと言われている。

そこで、この硝酸態窒素をバイオマス消化液で削減できることの可能性の研究と普及活動に取り組んだ。まず、硝

酸態窒素を測定する調査品目を選定した。前年までの調査結果からバイオマスパワー液は葉菜類に効果があることが

わかっている。そこで、継続的に調査をしている空心菜、硝酸態窒素含有が高いと言われる青梗菜、播種から収穫ま

での期間が短いベビーリーフの３品目を選び、調査した。

空芯菜の栽培においては、バイオマスパワー栽培での硝酸態窒素の数値を下げる効果を確認し、特にかん水を抑え

ながら栽培するとより効果が高くなるということが分かった。

青梗菜においても、バイオマス栽培のものは大幅に硝酸態窒素の数値を下げることが分かった。

ベビーリーフにおいても、平均で１００～１５０ｐｐｍ低い数値となり、空心菜、青梗菜同様に硝酸態窒素を削減

できる傾向があることが分かった。

生産経済科では、教科「農業と環境」を通じて３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の大切さに気づき、授

業や実習に積極的に取り組んでいる。その学びが礎となりバイオマス産業のまちづくりの目標に向け取り組むことが

できた。この研究は生産経済科として生徒が環境、農業、食などを考える取り組みとなり、農業を学ぶ生徒にとって

有意義なものとなった。研究を開始した時点ではバイオマス消化液を肥料として利活用することを目的としていたが、

細菌検査、経営診断、硝酸態窒素削減等いろいろな調査・研究へと展開・発展していき、循環型社会とそれに関連す

る事柄を幅広く学ぶことができた。

また、校内の学習成果発表会や研究発表会を通して、他の学科の生徒たちによい刺激になっている。農業や食への

興味・関心だけでなく、ごみの分別や食べ物を残さない事の大切さなどの環境学習にもつながっている。また、他の

環境に関する調査・研究（絶滅危惧種アゼオトギリの保全活動）をしている生徒も科学的・社会的な側面からの研究

に取り組むようになった

今後の展望として、他の農産物への調査対象拡大、地域企業や団体とより協働強化をした地域ブランドの構築、バ

イオマス栽培の省力化、所得向上、ＧＡＰ認証にも取り組んでいこうとしている。

平成 30 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰


